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本書は，厚生労働省次官の村木厚子が，自身が逮捕され，裁判にかけられた郵
便不正事件について，その過程を詳細に語ったものである。聞き手と構成は，オ
ウム真理教に係わる一連の事件報道などで知られるジャーナリストの江川紹子が
務めた。
2009年 6 月，厚生労働省雇用均等・児童家庭局の局長だった著者が，実態のな
い障害者団体に偽造の証明書を発行し，第三種郵便の不正利用に加担したとして，
部下の上村勉係長（当時）らに続き，虚偽有印公文書作成・同行使の容疑により
逮捕された。しかし，被告人自身が証拠のフロッピー・ディスクが検察側によっ
て改竄されていることに気付き，それを端緒にして2010年 9 月に無実が証明され
た。その後，著者は内閣府政策統括官（共生社会政策担当）を経て，2013年 7 月
から厚生労働事務次官の任にある。また，2011年 6 月には，江田五月法務大臣
（当時）によって，法務大臣の諮問機関である法制審議会「新時代の刑事司法制
度特別部会」の委員に就任した。
近年，有罪が確定した事件の再審が行われ，被告人の無罪が確定する事件が続
いている。たとえ数か月であろうと，被疑者・被告人として拘束されること，自
分の話を信じてもらえないことの苦痛は察するに余りある。直近では，2014年 3
月に袴田事件の袴田巌元被告に対する再審開始が決定され，元プロボクサーはよ
うやく拘置所から釈放された。人生の 3分の 2近くにあたる半世紀，死刑の恐怖
と毎日向かい合いながら，無実を訴え続けたことになる。他にも， 6度の再審請
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求を行い，事件発生から34年 6 ヶ月後にようやく無罪を勝ち取った免田事件，逮
捕から釈放まで17年かかった足利事件，東京電力の女性社員を殺害したとされた
が，事件発生から15年ぶりに再審が開始され，無罪判決が出された事件など，冤
罪事件は枚挙に暇がない。
冤罪事件に関する書籍は多い。村木の郵便不正事件だけでも，今西憲之と週刊
朝日取材班が著した『私は無実です：検察と戦った厚労省官僚村木厚子の445日』
(朝日新聞出版，2010年）がある。証拠改竄した大阪地検特捜部の前田恒彦・主
任検事（当時）については，朝日新聞取材班『証拠改竄：特捜検事の犯罪』(朝
日新聞出版，2011年）がある。ちなみに，前田元検事は2012年 5 月に服役を追え
て出所し，現在はフェイスブックや講演活動などを通じて，検察の問題点を社会
に発信している。前田の元上司の1人で，証拠改竄を指示したとして犯人隠避の
罪で有罪が確定した元特捜部長の大坪弘道は,『勾留百二十日：特捜部長ははぜ
逮捕されたか』(文藝春秋，2011年）を出版した。
本書が注目に値するのは，逮捕から勾留，裁判に至る過程が本人の言葉によっ
て詳細に描かれていることにある。その根底には，優れたインタビュアー，江川
紹子の手腕もさることながら,「メモ魔」を自称する村木の卓越した情報収集と
整理能力にある。地方国立大学を卒業後，女性が働き続けられる環境を求めて
1978年に労働省（当時）に入省し，同期入省のキャリア男性と結婚した。20代の
後半に子連れの地方単身赴任をしながらキャリアを磨き，女性の後輩たちにとっ
てロールモデルとなった人物だから，当然なのだが。著者の前半生については,
『あきらめない：働くあなたに贈る真実のメッセージ』(日経 BP社，2011年）
の第 1章および第 2章を読んでほしい。
本書の構成は「はじめに」と「おわりに」の他， 2部 8章に加え，江川紹子に
よる解説「真相は今も隠されたまま｣，巻末の付録 2 点（事件関連年表および上
村勉の被疑者ノート）からなる。
第一部は「第一章 まさかの逮捕と二〇日間の取り調べ｣,「第二章 一六四日
間の勾留｣,「第三章 裁判で明らかにされた真相｣,「第四章 無罪判決，そして
……｣,「終章 信じられる司法制度を作るために」からなる。それから，江川紹
子による 3本のコラムが付いており，第二章末尾にあるコラムのタイトルは「冤
罪の温床となっている“人質司法」で，第三章末尾のタイトルは「特捜神話”
に毒されたマスメディア」である。第四章末尾のコラムは「検察への，国民の監
(桃山法学 第24号 ’14)68
視が必要」と題される。
第二部はインタビューと対談から構成されている。第一章は，村木の夫，村木
太郎のインタビュー「支え合って進もう」である。第二章は,「ウソの調書はこ
うして作られた」と題し，村木のかつての部下，上村勉との対談になっており，
江川が進行役を務めている。第三章は「一人の無辜を罰するなかれ」と題して，
映画監督の周防正行のインタビューが掲載されている。周防は，痴漢冤罪事件を
題材にした映画「それでもボクはやっていない」(2007年，東宝）を監督したこ
とでも知られるが，2011年 6 月，江田大臣によって法制審議会「新時代の刑事司
法制度特別部会委員」に就任した。
第一部を通じて強く印象に残るのは，取り調べの中で本人の主張と全くニュア
ンスの異なる調書が作られる点である。これは何十年も前から弁護士会と一部メ
ディア等によって指摘されてきたが，冤罪事件の被害者が語ると臨場感が格段に
違う。村木は，福祉団体に関する証明書は企画課長名で出されたから，自分がわ
ざわざ部下に偽造を命じる必要がなく，通常の決裁を経て正規の証明書を発行で
きる，と取り調べの検事に対して説明したが，調書にならなかった (p. 27)。む
しろ,「検察側にとって都合のいい，少なくとも都合の悪くないことだけをつま
みとってまとめた文章を示されて，そこから交渉が始ま」るのである (pp. 27
28)。
著者を最初に取り調べた検事は比較的よく話を聞いてくれる方だったが (p. 28)，
それでも彼は「執行猶予がつけば大した罪ではない」と口にした (p. 29)。無実
の人にとって，執行猶予は嬉しくない。まして，公務員には長年築いてきた信頼
の崩壊を意味する(p. 29参照)。2014年 4 月30日，法務省の諮問機関である法制
審議会が，日本版司法取引を導入するか検討し始め，同年 6月23日に導入の方向
が示された。取り調べの完全な可視化なくして，司法取引の導入は冤罪の可能性
を増やすのではないか。
さらに衝撃的であったのは，新たな担当検事の発言である。1998年 7 月に発生
した和歌山毒カレー事件で死刑判決の確定した林真須美は，かつて著者と同じ拘
置所にいたが,「あの事件だって，本当に彼女がやったのか，実際のところは分
からないですよね」(p. 37) と述べたと言う。冤罪事件は無実の罪に問われた人
間とその家族に大変な苦痛をもたらすが，刑の確定から何年も経った後に，真犯
人は逃亡中という事実を突きつけられる被害者や犠牲者の遺族にとっても大変な
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苦痛である。
ところで,「証拠よりもストーリー」(p. 39) を求める態度は，人間誰しもが内
包する。そもそも，人間は見たいことだけを見，聞きたいことだけを聞くように
造られているが，これは必要な部分に視覚や聴覚を集中させるためである。一方，
人間は仮説に合わない実験結果を排除したくなる。あるいは，自説に都合のよい
資料（史料）を喜び勇んで受入れ，都合の悪い指摘は「根拠がない」と結論づけ
る。この誘惑はきわめて大きく，名誉欲などと絡んで，捏造事件を起こす。古今
東西，この陥穽にはまった人間は多い。
話を本書に戻そう。第二部第一章では，著者の夫の村木太郎が，妻の逮捕直前
から公判終了後までの経緯と心境を語っている。新聞記者から取材の申込みが来
た際，夫の担当していた国際労働機関 (ILO) 総会に関することかと思いきや，
妻の証明書偽造疑惑に係わる話であった。妻同様，課長が自分の名前で決裁文書
を出すのに偽造する必要はないと夫も説明したが，大阪地検特捜部の情報を確認
に来ているだけの新聞記者には受け入れられなかった(pp. 136137)。太郎は，
出張先のジュネーヴで「たいほ」とのみ書かれた厚子の携帯メールを受け取り，
家宅捜索には後輩が年次休暇をとって立ち会ってくれることになったものの，気
をもみながら帰国の便に乗らざるを得なかった(pp. 138189)。
本書が冤罪事件に関する他の書籍と大きく異なるのは，第二部第二章で著者と
著者を陥れる「自供」をした上村勉が対談し，巻末の付録 2で彼の被疑者ノート
を掲載したことである。上村が本書の対談に参加したのは，課長に無断で証明書
を発行した自分が「第一に，村木さんにお目にかかって謝らなければいけない。
それから，村木さんが取り調べの可視化などの問題に取り組んでいらっしゃると
聞いたので，何か協力できることがあれば，と思」ったからだと言う (p. 151)。
前田元主任検事が改竄したフロッピー・ディスクの一件については，読者が直接
読んでもらいたい。
被疑者ノートは，単に「被疑者がメモしたノート」ではなく，日本弁護士連合
会が形式を定めた。それは日付に始まり,「取調官の氏名｣,「取調事項｣,「印象
に残った取調官の態度・言葉｣,「あなたの対応｣,「あなたの心境｣,「健康状態」
等の項目に本人が書き込むようになっている。上村のノートから，彼の健康状態
が日々悪化していったことが如実にわかる。その立場に置かれた人は，平均何日
取り調べに耐えられるのかとも思う。
(桃山法学 第24号 ’14)70
著者の娘は大学の授業で足利事件を題材に議論したが，多くの学生は，虚偽の
自白に追い込まれた菅谷利和さんは「弱かったから虚偽の自白をした」と主張し
たと言う (p. 9)。しかし，嘆いた娘が心理学の専門家に取り調べの実態をどう説
明すべきか尋ねたところ,「弱いから自白するんじゃない。弱いところを突かれ
て自白するんだ」という答えを得た（同)。警察，検察，そして裁判官は，供述
を頻繁に変える被疑者が遂に観念して自白したと考えるが，全く逆の例もあるこ
とを忘れてはならない。
第二部を通じて感じるのは，人間の記憶は曖昧で，プロの手にかかれば，如何
様にも変質すると言う点である。そして，取り調べが延々と続き，終わりの見え
ない絶望感から，他人を犠牲にしてでも早く拘束から解かれたいという心理に陥
るのである (pp. 158159)。上村は，拘置所で弁護士と面会させてもらえない日
曜日に検事の取り調べを受け，調書に署名する前に弁護士と相談させてほしいと
検事に頼んだが，厚生労働省の同僚たちを再聴取すると圧力を掛けられた (pp.
162163)。
江川紹子の 3本コラムと巻末の解説は，本書の「まとめ」を適宜してくれる。
常に淡々と大事件の要点を伝えてきた彼女ならではの筆力である。また，著者と
基本的な物事の感じ方が似ており，著者の思いをそのまま形にした (p. 192) こ
とも大きかった。
本書は，法学部初年次生の教材としてはもちろん，裁判劇や模擬裁判の台本に
も生かせるであろう。また，裁判員候補に選出される可能性のある大学生や一般
市民には，公平に物事を見て考える教材となる。本書をできるだけ多くの人に読
んでもらいたいと評者は心から願う。
取り調べの可視化は，著者および周防監督の努力にもかかわらず，裁判員裁判
の対象となる重大事件と，検察の独自捜査事件のみが対象となることで答申案が
まとめられることになった。また，被疑者が録音・録画を拒絶する，あるいは，
記録すると十分な供述をしない場合に録音・録画をしないという例外規定が設け
られることになった。だが，ここで著者は諦めずに全面可視化の重要性を発信続
けるのではないか。その期待を込めて，評者は本書のメインタイトル「私は負け
ない」を I will continue to fight と英訳した。
最後に，本書を読む上で参考になる関連番組の URLを付した。とくに NHK
クローズアップ現代の番組サイトは，番組トランスクリプトを読める，あるいは
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番組の一部を視聴できるものを含む。本書とともに役立ててほしい。
（2014年 7 月 7 日脱稿）
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